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小
川
未
明
『
赤
い
船
』
の
モ
チ
ー
フ
を
め
ぐ
る
考
察 

 

重
松 

恵
美 

  

 

は
じ
め
に 

 

小
川
未
明
（
一
八
八
二
年
生
～
一
九
六
一
年
没
）
の
童
話
集
『
赤
い
船
』
は
、
一
九
一

〇
年
（
明
治
四
三
年
）
一
二
月
、
京
文
堂
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
表
紙
に
は
『
お
と
ぎ

ば
な
し
集 

赤
い
船
』
、
表
題
ペ
ー
ジ
に
は
『
お
と
ぎ
ば
な
し
集 

赤
い
舩
』
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
未
明
研
究
史
に
お
い
て
「
最
初
の
童
話
集
」
（
注
１
）
、
「
第
一
童
話
集
」

（
注
２
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
著
作
で
あ
る
。 

未
明
は
今
で
こ
そ
童
話
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
活
動
初
期
は
小
説
作
品
が
多

く
、
『
赤
い
船
』
以
前
に
四
冊
の
小
説
集
を
世
に
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
童
話
集
と

な
る
『
星
の
世
界
か
ら
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
一
九
一
八
年(

大
正
七
年)
一
二
月
、
『
赤

い
船
』
の
刊
行
か
ら
八
年
後
で
あ
り
、
『
赤
い
船
』
と
『
星
の
世
界
か
ら
』
の
間
に
は
小

説
集
や
小
品
集
な
ど
合
わ
せ
て
十
数
冊
を
刊
行
し
て
い
る
。 

そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
『
赤
い
船
』
は
未
明
童
話
の
、
い
わ
ば
習
作
期
の
作
品
と
見

な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
般
読
者
が
手
に
取
り
や
す
い
書
籍
と
し
て
長
年
愛
読
さ
れ

て
き
た
新
潮
文
庫
の
『
小
川
未
明
童
話
集
』
（
一
九
五
一
年
）
は
、
未
明
の
大
正
・
昭
和

期
の
作
品
を
収
録
し
た
も
の
で
、
『
赤
い
船
』
か
ら
の
採
録
は
な
い
。
た
だ
し
、
「
未
明

は
『
赤
い
船
』
所
収
の
諸
作
品
を
そ
の
後
の
作
品
選
集
に
は
ほ
と
ん
ど
再
録
し
て
お
ら
ず

(

略)

未
明
自
身
の
『
赤
い
船
』
諸
作
へ
の
自
己
評
価
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」（
注

３
）
と
の
指
摘
も
あ
り
、
『
赤
い
船
』
評
価
史
に
は
著
者
本
人
の
意
向
が
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

現
在
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
は
、
「
名
著
複
刻 

日
本
児
童
文
学
館 

第
一
集
」
の
一

冊
（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
七
年
）
と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
同
複
刻
シ
リ

ー
ズ
の
第
二
集
に
は
未
明
が
編
集
し
た
雑
誌
『
少
年
文
庫 

壹
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九

〇
六
年
／
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
七
年
）
も
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
『
赤
い
船
』
収
録
童
話

の
う
ち
四
作
を
初
出
形
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
複
刻
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
』

(

全
一
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
六
年
～
一
九
七
八
年)

の
第
一
巻
に
は
、
『
赤
い
船
』
か

ら
童
話
四
作
と
童
謡
五
作
が
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
七
七
年
刊
行
の
『
小
川
未
明
集
』

（
日
本
童
話
文
学
大
系
・
第
五
巻
、
ほ
る
ぷ
出
版
）
の
続
橋
達
雄
「
解
説
」
に
は
、
「
後

年
の
未
明
童
話
の
展
開
を
見
る
う
え
で
、
第
一
童
話
集
『
赤
い
船
』
の
諸
作
品
は
た
い
へ

ん
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
を
収
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
、

ほ
る
ぷ
出
版
か
ら
『
少
年
文
庫
・
壱
之
巻
』
と
『
赤
い
船
』
が
複
刻
さ
れ
た
関
係
も
あ
り
、

本
書
に
は
童
話
四
編
と
童
謡
五
編
を
選
ん
だ
。
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
定
本
全
集
編
纂
時

に
も
同
様
の
理
由
か
ら
収
録
作
が
取
捨
選
択
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

一
九
七
〇
年
代
は
未
明
童
話
が
再
評
価
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
「
若
い
世
代
に
よ
り
小

川
未
明
批
判
が
起
こ
っ
た
の
は
、
昭
和
三
〇
年
前
後
」
（
注
４
）
で
あ
り
、
そ
の
否
定
的

評
価
に
抗
う
よ
う
に
未
明
作
品
は
小
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
収
録
さ
れ
て
い
た
。
（
注

５
）
「
殿
さ
ま
の
茶
わ
ん
」
や
「
月
夜
と
眼
鏡
」
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
教
材
と
し
て
用

い
ら
れ
、
「
野
ば
ら
」
は
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
定
番
の
国
語
教
材
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
定
本
全
集
に
お
い
て
『
赤
い
船
』
収
録
作
品
の
大
半
が
割

愛
さ
れ
た
の
は
残
念
な
こ
と
と
思
え
る
。
複
刻
版
の
刊
行
が
な
け
れ
ば
事
態
は
違
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
れ
が
未
明
全
集
で
は
な
く
未
明
童
話
全
集
で
あ
っ
た
こ
と
も
理

由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
『
赤
い
船
』
収
録
作
の
う
ち
、
定
本
全
集
未
収
録
作
は
、
後
に
『
小
川
未
明
新

収
童
話
集
』
（
全
六
巻
、
小
埜
裕
二
編
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
一

巻
に
収
め
ら
れ
た
。
新
収
童
話
集
に
は
『
赤
い
船
』
以
前
の
未
明
童
話
も
収
録
さ
れ
て
お
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り
、
編
者
巻
末
解
説
に
は
「
未
明
童
話
の
初
期
形
成
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
童
話

集
の
作
品
群
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
未
明
初
期
童
話
の
研

究
の
素
地
は
よ
う
や
く
整
っ
た
と
い
え
る
。 

 

『
赤
い
船
』
収
録
作
と
初
出
誌
名 

☆
は
本
論
に
て
言
及
す
る
作
品
。 

Ｔ
は
『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
』
収
録
作
品
。 

Ｎ
は
『
日
本
童
話
文
学
大
系
』
収
録
作
品
。 

☆
Ｔ
Ｎ
「
赤
い
船
」 

 

（
初
出
誌
『
少
女
』
） 

Ｔ
Ｎ 

童
謡
五
篇 

 

（
初
出
誌
『
少
年
文
庫
』
） 

「
白
い
百
合
と
紅
い
薔
薇
」
（
初
出
誌
『
少
年
文
庫
』
） 

「
月
と
山
兎
」 

（
初
出
誌
『
少
年
文
庫
』
） 

Ｔ
Ｎ
「
海
の
少
年
」 

（
初
出
誌
『
少
年
文
庫
』
） 

「
青
帽
探
検
隊
」
（
初
出
誌
『
少
年
文
庫
』
） 

「
馬
と
金
持
」 

Ｔ
Ｎ
「
電
信
柱
と
妙
な
男
」 

☆
Ｔ 

「
燕
と
乞
食
の
児 

 

☆ 

Ｎ
「
天
使
の
御
殿
」
（
初
出
誌
『
女
子
文
藝
』
） 

 
 
 

「
花
子
の
記
憶
」
（
初
出
誌
『
少
女
』
） 

「
才
治
と
大
力
源
蔵
」 

「
二
郎
と
美
代
ち
ゃ
ん
」 

「
憐
れ
な
家
鴨
」 

「
お
濠
あ
そ
び
」 

☆ 
 

「
月
の
宮
」 

☆ 
 

「
お
伽
小
説 

森
」
（
初
出
誌
『
女
子
文
壇
』
） 

 

『
赤
い
船
』
収
録
作
の
初
出
誌
が
順
次
判
明
す
る
に
つ
れ
て
、
『
赤
い
船
』
な
ら
び
に

収
録
諸
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
大
木
葉
子
（
注
６
）

は
、
「
憧
憬
」
の
問
題
に
関
し
て
「
赤
い
船
」
「
海
の
少
年
」
「
天
使
の
御
殿
」
を
論
じ
、

浪
漫
主
義
と
の
関
係
か
ら
「
燕
と
乞
食
の
児
」
「
月
の
宮
」
「
お
伽
小
説 

森
」
を
論
じ

て
い
る
。
ま
た
、
小
埜
裕
二
（
注
７
）
は
、
「
赤
い
船
」
「
お
伽
小
説 

森
」
の
他
、
「
海

の
少
年
」
「
花
子
の
記
憶
」
「
天
使
の
御
殿
」
「
月
の
宮
」
「
燕
と
乞
食
の
児
」
を
「
憧

憬
」
の
話
と
包
括
し
、
「
〈
憧
憬
〉
を
い
だ
く
人
物
の
背
景
に
は
〈
孤
独
〉
の
感
情
が
見

ら
れ
る
。
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
童
話
集
『
赤
い
船
』
の
主
要
作
と
し
て
今
後

も
検
討
の
余
地
の
あ
る
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

本
論
は
複
刻
版
『
赤
い
船
』
（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
七
年
）
を
底
本
に
用
い
、
作
中

の
モ
チ
ー
フ
を
拾
い
集
め
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
対
象
と
す
る
作
品
は
、「
赤

い
船
」
「
燕
と
乞
食
の
児
」
「
天
使
の
御
殿
」
「
月
の
宮
」
「
お
伽
小
説 

森
」
の
五
作

品
。
作
中
に
登
場
す
る
生
き
物
や
木
や
花
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
作
品
読
解
を
踏
ま
え
て
『
赤
い
船
』
の
構
成
に
つ

い
て
も
考
察
す
る
。
な
お
、
『
赤
い
船
』
の
作
中
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
大
木
葉
子
（
注
８
）

は
、
「
理
想
世
界
の
形
象
に
作
品
を
越
え
て
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点

も
特
徴
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
音
楽
」
「
月
」
「
夕
暮
」
「
夢
」
「
森
」
と
い
っ
た

モ
チ
ー
フ
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
は
各
作
品
の
個
別
モ

チ
ー
フ
を
主
な
考
察
材
料
と
し
、
共
通
モ
チ
ー
フ
に
は
適
宜
言
及
す
る
も
の
と
す
る
。 

ま
た
、
近
年
の
『
赤
い
船
』
論
は
同
書
が
「
お
と
ぎ
ば
な
し
集
」
と
称
さ
れ
た
点
に
着

目
す
る
傾
向
が
あ
り
、
各
作
品
の
初
出
時
に
付
さ
れ
た
「
少
女
小
説
」
な
ど
の
角
書
き
も

研
究
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
本
論
は
収
録
作
の
本
文
読
解
を
主
軸
と
し
、
未
明
作

品
研
究
の
端
緒
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
や
角
書
き
の
問
題
に
言
及
す

る
紙
幅
の
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
本
論
中
、
底
本
に
付
さ
れ
た
漢
字
の
読
み
が

な
は
基
本
的
に
省
略
し
た
が
、
適
宜
こ
れ
を
残
し
、
引
用
文
中
に
カ
ッ
コ
書
き
で
示
し
た
。

引
用
文
の
末
尾
に
は
複
刻
版
『
赤
い
船
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
も
の
と
す
る
。 
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一 
異
国
へ
往
還
す
る
も
の
（
船
と
燕
） 

 

童
話
集
『
赤
い
船
』
収
録
作
の
う
ち
、
最
も
評
価
の
高
い
の
は
表
題
作
「
赤
い
船
」
で

あ
ろ
う
。
福
田
清
人
は
『
赤
い
船
』
複
刻
版
解
説
（
『
名
著
複
刻 

日
本
児
童
文
学
館
第

一
集 

解
説
書
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
一
年
）
の
中
で
、
「
本
の
題
と
し
た
だ
け
集
中

で
は
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
作
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
注
９
） 

こ
の
作
品
に
お
い
て
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
「
オ
ル
ガ
ン
」
で
あ
り
、
「
好
い
音
楽
」
で

あ
る
。
「
貧
し
い
家
に
生
れ
」
た
露
子
は
、
小
学
校
で
聞
い
た
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
心
を

奪
わ
れ
、
異
国
へ
の
憧
れ
を
募
ら
せ
る
。 

村
の
小
学
校
へ
上
つ
た
時
、
オ
ル
ガ
ン
の
音
を
聞
い
て
世
の
中
に
は
、
斯
様
（
こ
ん

な
）
好
い
音
楽
の
す
る
も
の
が
あ
る
か
と
驚
き
ま
し
た
。
一
頁 

其
時
、
露
子
は
言
ふ
に
い
は
れ
ぬ
懐
か
し
い
、
遠
い
感
じ
が
し
ま
し
て
、
此
の
好
い

音
の
す
る
オ
ル
ガ
ン
は
船
に
乗
つ
て
来
た
の
か
と
思
ひ
ま
し
た
。(

略) 

ど
ん
な
に
開
け
て
ゐ
る
美
し
い
国
で
あ
ら
う
か
。
ど
ん
な
に
美
し
い
人
の
ゐ
る
処
で

あ
ら
う
か
。
而
し
て
其
の
国
に
行
く
と
、
至
る
処
で
良
い
音
楽
が
聞
か
れ
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
三
～
四
頁 

こ
の
、
露
子
の
音
楽
へ
の
憧
れ
は
、
第
二
章
か
ら
第
三
章
冒
頭
に
か
け
て
繰
り
返
さ
れ

る
。
十
一
歳
で
村
を
出
て
「
東
京
の
或
る
家
」
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
露
子
は
、
そ
の

家
の
娘
を
「
お
姉
様
」
と
慕
い
、
お
姉
様
の
弾
く
ピ
ア
ノ
を
聞
く
。 

ピ
ア
ノ
を
お
弾
き
な
さ
る
お
姉
様
が
、
す
き
透
る
お
声
で
、
外
国
の
歌
を
う
た
ひ
な

さ
る
お
姿
は
、
何
時
も
よ
り
か
一
層
神
々
し
く
見
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
八
頁 

こ
う
し
た
生
活
の
中
で
、
「
船
に
乗
つ
て
外
国
へ
行
つ
た
や
う
な
夢
」
（
九
頁
）
を
見

る
こ
と
も
あ
る
。
「
外
国
で
オ
ル
ガ
ン
を
習
つ
た
り
。
ピ
ア
ノ
を
聞
い
た
り
し
て
、
大
層

自
分
が
音
楽
が
上
手
に
」
な
る
夢
で
あ
る
。
露
子
は
こ
の
家
で
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
実
の
娘
と
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
り
弾

い
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
た
だ
憧
れ
だ
け
を
募
ら
せ
て
い
く
。
（
注
10
） 

そ
ん
な
時
（
本
文
に
は
「
初
夏
（
は
つ
な
つ
）
の
或
日
の
こ
と
」
と
あ
る
）
、
露
子
は

海
辺
で
「
赤
い
船
」
を
見
て
、
「
自
分
も
其
の
船
に
乗
つ
て
外
国
へ
行
つ
て
見
た
い
。
而

し
て
オ
ル
ガ
ン
や
、
ピ
ア
ノ
や
好
い
音
楽
を
聞
い
た
り
、
習
つ
た
り
し
た
い
も
の
だ
」（
一

四
頁
）
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
「
赤
い
船
」
を
見
た
翌
日
、
露
子
は
窓
辺
で
「
一
羽
の
燕
」

と
出
会
う
。
船
が
海
を
越
え
て
異
国
へ
行
き
来
す
る
よ
う
に
、
燕
も
ま
た
、
異
国
か
ら
海

を
越
え
て
来
て
、
ま
た
異
国
へ
と
去
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。 

明
る
日
、
露
子
は
窓
に
寄
つ
て
、
赤
い
船
は
今
頃
何
処
を
航
海
し
て
ゐ
よ
う
か
と
思

つ
て
ゐ
ま
す
と
、
ち
や
う
ど
其
処
へ
一
羽
の
燕
が
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
飛
ん
で
来

ま
し
た
。
一
五
頁 

「
お
前
は
、
何
処
か
ら
来
た
の
。
」
と
露
子
が
燕
に
話
し
か
け
る
こ
と
で
、
対
話
が
生

ま
れ
る
。
「
幾
日
と
な
く
、
太
平
洋
の
波
の
上
を
飛
ん
で
来
ま
し
た
。
」
と
語
る
燕
は
、

「
赤
い
船
」
の
こ
と
も
知
っ
て
い
る
と
い
う
。 

「(

略)

ほ
ん
と
う
に
其
の
晩
は
好
い
お
月
夜
で
、
青
い
波
の
上
が
輝
き
渡
つ
て
、
空

は
昼
間
の
や
う
に
明
る
く
て
、
静
か
で
あ
り
ま
し
た
。
而
し
て
、
其
の
赤
い
船
の
甲

板
で
は
好
い
音
楽
の
声
が
し
て
、
人
々
が
楽
し
く
打
ち
群
れ
て
ゐ
る
の
が
見
え
ま
し

た
。
」
一
八
頁 

こ
の
よ
う
に
語
っ
た
の
ち
、
燕
は
「
何
処
へ
か
飛
び
去
っ
て
」
し
ま
い
、
露
子
は
一
人

も
の
思
い
に
ふ
け
り
、
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。 

「
好
い
音
楽
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
作
中
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
、
最
後
に
は
、
「
可

愛
ら
し
い
頸
を
傾
げ
て
」
露
子
を
見
つ
め
る
小
鳥
（
燕
）
ま
で
現
れ
て
、
露
子
の
純
粋
な

心
が
作
品
全
体
を
包
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
何
か
こ
の
作
品
に
足
り
な

い
物
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
露
子
が
外
国
に
行
け
な
い
ま
ま
、
音
楽

に
手
の
届
か
な
い
ま
ま
終
っ
て
い
る
点
で
は
な
い
か
。
「
貧
し
い
家
に
生
れ
」
た
設
定
か

ら
露
子
は
最
後
ま
で
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 



梅花女子大学教職研究，No7（2022） 

（4） 
 

二 

異
国
へ
導
く
も
の
（
燕
と
蝶
） 

 
で
は
次
に
、
「
赤
い
船
」
と
同
じ
く
「
燕
」
の
登
場
す
る
作
品
と
し
て
、
「
燕
と
乞
食

の
児
」
を
検
討
し
た
い
。
「
赤
い
船
」
は
全
一
八
頁
、
「
燕
と
乞
食
の
児
」
は
一
一
頁
弱

と
作
品
の
長
さ
に
違
い
が
あ
る
た
め
か
、
燕
の
登
場
の
仕
方
は
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ
る
。 

ま
ず
、
「
一
人
の
乞
食
の
児
」
が
登
場
す
る
。
歳
は
十
二
、
三
で
、
「
或
る
村
」
へ
や
っ

て
来
て
、
悪
さ
ば
か
り
す
る
。
子
供
や
老
人
を
だ
ま
し
て
食
べ
物
や
お
金
を
奪
っ
た
た
め
、

村
か
ら
追
い
払
わ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
ま
た
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
。
そ
し
て
「
或
朝
」
、

「
乞
食
の
児
」
の
前
に
燕
が
現
れ
る
。
以
下
、
そ
の
朝
の
描
写
で
あ
る
。 

或
朝
、
乞
食
の
児
が
森
の
中
で
目
を
醒
（
さ
ま
す
）
と
、
頭
の
上
で
燕
が
か
う
い
つ

た
。 

「
お
前
さ
ん
は
私
等
の
生
れ
た
故
郷
（
く
に
）
へ
行
く
気
は
な
い
か
。
暖
か
で
奇
麗

な
花
が
咲
い
て
ゐ
て
、
甘
い
果
物
が
手
の
届
く
処
に
い
く
ら
も
生
つ
て
ゐ
て
、
誰
も

取
り
手
が
な
い
。
お
前
さ
ん
は
行
つ
て
、
其
国
の
王
様
と
な
る
気
は
な
い
か
。
」 

九
八
頁 

こ
の
燕
は
、
ど
こ
か
で
「
乞
食
の
児
」
の
こ
と
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
る
で
神
の

使
い
か
何
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。「
暖
か
で
奇
麗
な
花
が
咲
い
て
ゐ
て
、
甘
い
果
物
が
（
略
）

誰
も
取
り
手
が
な
い
。
」
と
い
う
書
き
方
は
、
明
ら
か
に
「
花
」
よ
り
「
果
物
」
に
比
重

を
置
い
て
い
る
。
「
暖
か
」
で
「
花
が
咲
」
く
の
は
「
甘
い
果
実
」
が
実
る
た
め
の
前
提

条
件
で
あ
る
。
「
燕
」
の
「
故
郷
」
に
は
食
べ
物
が
豊
富
に
あ
り
、
奪
う
必
要
も
な
く
、

奪
わ
れ
ま
い
と
す
る
必
要
も
な
い
。
「
王
様
と
な
る
」
と
い
う
の
は
家
来
や
国
民
を
持
ち

君
臨
し
統
治
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
大
勢
の
仲
間
を
得
る
と
い
う
程
度
の
意
味

で
あ
ろ
う
。 

「
乞
食
の
児
」
は
村
で
悪
さ
ば
か
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
食
べ
物
を
得
る
た
め
で
あ

り
、
彼
に
は
寝
床
も
屋
根
も
な
く
、
そ
の
生
活
は
孤
独
で
あ
っ
た
。
作
中
に
は
描
か
れ
な

い
彼
の
悲
し
い
心
の
内
を
、
燕
は
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

乞
食
の
児
は
つ
く
づ
く
悲
し
そ
う
に
、
己
（
お
れ
）
に
や
金
が
な
い
と
い
つ
て
泣
き

出
し
た
。
す
る
と
燕
は
い
た
わ
つ
て
、
金
な
ん
か
い
ら
ん
。
お
前
さ
ん
が
行
く
気
な

ら
、
燕
と
化
て
行
く
の
だ
と
い
つ
た
。
九
九
頁 

こ
う
し
て
「
乞
食
の
児
」
は
一
夜
に
し
て
燕
に
身
を
変
じ
、
「
南
の
暖
か
な
国
へ
行
つ

て
王
様
と
な
」
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
か
ら
「
毎
年
一
度
づ
つ
、
昔
の
村
へ
飛
ん
で
来
」
て
、

村
の
変
わ
ら
ぬ
様
子
を
眺
め
る
の
だ
が
、
村
の
人
々
は
、
彼
が
燕
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
「
今
自
分
が
燕
と
な
つ
て
し
ま
た
の
を
誰
も
知
つ
て
ゐ
る
者
が
な
か

つ
た
。
」
と
い
う
結
末
の
一
文
は
、
彼
の
一
抹
の
寂
し
さ
と
感
慨
と
を
示
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
異
国
の
楽
園
へ
行
く
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
代
償
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
「
乞
食
の
児
が
村
に
入
つ
て
来
」
て
か
ら
燕
と
出
会
う
ま
で
の
期
間
は
、
雪
や

寒
気
の
描
写
が
な
い
こ
と
か
ら
冬
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
冬
の
野
宿
を
恐
れ
た

た
め
に
「
乞
食
の
児
」
は
燕
に
す
が
り
燕
に
変
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

未
明
の
童
話
「
つ
ば
め
の
話
」
（
注
11
）
に
は
、
「
夏
の
初
め
に
な
る
と
、
南
の
方
の

国
か
ら
、
つ
ば
め
が
北
の
方
の
国
に
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
」
「
秋
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
す
と
、

つ
ば
め
は
ど
こ
に
か
、
み
ん
な
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
と
あ
る
。
「
燕
と
乞

食
の
児
」
の
燕
は
初
夏
に
村
へ
来
て
、
い
つ
か
ら
か
ひ
そ
か
に
「
乞
食
の
児
」
を
見
守
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
動
植
物
の
描
写
は
文
芸
作
品
に
お
い
て
季
節
の
指
標
と
な
る
こ
と

が
あ
る
が
、
本
作
に
お
い
て
は
燕
の
他
に
季
節
を
示
す
も
の
が
描
か
れ
な
い
。
そ
れ
は
つ

ま
り
、
「
乞
食
の
児
」
の
村
で
の
生
活
が
無
味
乾
燥
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

＊ 
一
方
、
「
天
使
の
御
殿
」
で
は
、
異
国
へ
往
来
す
る
も
の
と
し
て
「
蝶
」
が
登
場
す
る
。

作
品
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。 

雨
晴
れ
の
し
た
夏
の
日
の
こ
と
、
君
ち
や
ん
が
大
き
な
庭
下
駄
を
穿
い
て
裏
庭
へ
出

て
見
ま
す
と
、
美
し
う
咲
い
た
紫
陽
（
あ
ぢ
さ
ゐ
）
の
花
に
一
羽
の
奇
麗
な
蝶
が
と

ま
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
足
音
に
驚
い
て
、
ひ
ら
ひ
ら
と
立
ち
上
り
ま
し
た
。 



梅花女子大学教職研究，No7（2022） 

（5） 
 

一
〇
二
頁 

「
夏
の
日
」
と
あ
る
が
、
雨
の
晴
れ
間
、
紫
陽
花
の
咲
く
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
初
夏
あ

る
い
は
梅
雨
ど
き
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
女
の
子
（
君
ち
ゃ
ん
）
が
蝶
に
「
お
前
は
、

何
処
か
ら
来
た
の
。
」
と
話
し
か
け
て
対
話
が
始
ま
る
点
は
、
「
赤
い
船
」
に
お
け
る
露

子
と
燕
の
出
会
い
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
遠
い
遠
い
、
西
の
国
か
ら
来
ま
し
た
。
」
と
答

え
た
蝶
は
、
君
ち
ゃ
ん
の
更
な
る
問
い
に
答
え
、
そ
の
国
の
様
子
を
物
語
る
。 

「
（
略
）
私
の
生
れ
た
国
は
常
夏
の
国
と
云
ひ
ま
し
て
、
冬
の
な
い
国
で
、
春
、
夏
、

秋
の
間
は
菫
や
、
蒲
公
英
や
、
石
竹
や
、
薔
薇
や
、
菊
の
花
盛
り
で
あ
り
ま
す
。
野

に
行
つ
て
も
山
へ
行
つ
て
も
よ
い
香
ひ
の
す
る
果
物
や
、
林
檎
や
、
何
で
も
な
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
晩
方
に
な
る
と
天
使
（
て
ん
に
ん
）
が
青
々
と
し
た
芝
原
の
上

で
お
月
様
を
眺
め
て
音
楽
を
奏
し
ま
す
。
笛
や
、
笙
や
、
琴
や
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
鳴

ら
し
て
互
に
手
を
取
り
合
つ
て
舞
つ
た
り
、
躍
つ
た
り
し
ま
す
。
（
略
）
」 

一
〇
三
～
一
〇
四
頁 

こ
の
蝶
の
生
ま
れ
た
国
は
、
西
国
と
南
国
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
「
燕
と
乞
食
の
児
」
の

燕
の
生
国
と
同
じ
く
暖
か
な
国
で
、
花
は
美
し
く
咲
き
、
果
物
（
食
べ
物
）
も
豊
か
に
実

っ
て
い
る
。
ス
ミ
レ
と
タ
ン
ポ
ポ
は
春
の
花
、
セ
キ
チ
ク
（
ナ
デ
シ
コ
の
一
種
）
は
夏
の

花
、
キ
ク
は
秋
の
花
。
バ
ラ
は
四
季
咲
き
も
あ
り
春
と
秋
に
咲
く
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
こ
は
野
ば
ら
に
準
じ
て
夏
（
初
夏
）
の
花
と
し
て
の
扱
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
花
の
名
前
が
具
体
的
に
出
て
く
る
点
は
「
燕
と
乞
食
の
児
」
と
の
相
違
点
で
あ
り
、

こ
れ
は
燕
の
対
話
の
相
手
が
男
の
子
で
、
蝶
の
相
手
は
女
の
子
で
あ
る
こ
と
と
も
関
係
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

さ
ら
に
、
蝶
の
国
に
は
美
し
い
音
楽
が
あ
り
、
人
々
（
天
使
）
は
楽
し
そ
う
な
様
子
で

あ
る
。
月
の
美
し
い
夜
に
人
々
が
音
楽
を
奏
で
て
踊
る
と
こ
ろ
は
、
「
赤
い
船
」
で
燕
が

語
っ
た
船
上
の
人
々
の
様
子
に
似
て
い
る
。
「
乞
食
の
児
」
に
は
暖
か
い
こ
と
と
食
べ
物

に
困
ら
な
い
こ
と
が
何
よ
り
肝
心
だ
っ
た
が
、
露
子
や
君
ち
ゃ
ん
の
心
を
動
か
す
の
は
美

し
い
音
楽
と
美
し
い
人
で
あ
る
よ
う
だ
。 

「
何
（
ど
う
）
か
し
て
其
の
御
殿
へ
連
れ
て
行
つ
て
お
く
れ
で
な
い
か
」
と
頼
む
君
ち

ゃ
ん
に
対
し
、
蝶
は
「
快
く
承
知
」
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。 

山
や
、
林
や
、
海
を
越
え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
私
と
同
じ
や
う
に
蝶
に

化
つ
て
一
し
よ
に
お
出
な
さ
い
と
、
蝶
は
ひ
ら
ひ
ら
と
君
ち
や
ん
の
周
囲
を
四
五
遍

も
飛
ん
で
羽
に
つ
い
て
ゐ
る
白
い
粉
を
振
り
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
忽
ち
君
ち
や
ん

は
、
小
さ
な
美
し
い
蝶
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
一
〇
五
頁 

こ
の
蝶
は
偶
然
に
君
ち
ゃ
ん
と
出
会
っ
た
だ
け
の
、
普
通
の
蝶
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
魔
法
の
よ
う
に
君
ち
ゃ
ん
を
蝶
の
姿
に
変
身
さ
せ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
読
者
も
一

度
は
見
た
こ
と
の
あ
る
、
蝶
の
鱗
粉
。
蝶
の
「
羽
に
つ
い
て
ゐ
る
白
い
粉
」
が
、
そ
の
よ

う
な
不
思
議
な
力
を
秘
め
て
い
る
の
だ
と
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。 

さ
て
、
蝶
の
国
へ
行
っ
た
君
ち
ゃ
ん
は
、
「
緋
の
袴
を
穿
い
て
黄
金
の
冠
を
蒙
つ
て
胸

に
銀
の
鏡
を
か
け
て
ゐ
る
お
姫
様
」
と
出
会
い
、
そ
の
お
姫
様
が
「
死
ん
だ
自
分
の
姉
さ

ん
」
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
再
会
を
喜
び
合
う
。
君
ち
ゃ
ん
は
「
御
馳
走
」
を
食
べ
、
「
面

白
い
音
楽
」
を
聞
き
、
「
楽
し
く
遊
ん
で
」
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

つ
い
に
姉
は
「
も
う
お
帰
な
さ
い
よ
。
」
と
言
う
。
そ
の
帰
途
は
行
き
と
異
な
り
、
大
変

あ
っ
け
な
い
。 

御
殿
の
門
ま
で
（
引
用
者
注
：
姉
さ
ん
は
）
お
見
送
な
さ
れ
ま
し
た
。
其
処
に
は
先

刻
の
蝶
が
用
意
を
し
て
待
つ
て
ゐ
ま
し
て
、
お
供
を
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
も

や
君
ち
や
ん
は
蝶
の
姿
と
な
つ
て
い
つ
し
か
紫
陽
の
花
の
上
へ
と
ま
つ
た
か
と
思

ふ
と
、
も
は
や
自
分
の
家
へ
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

「
左
様
な
ら
！ 

ご
機
嫌
よ
ろ
し
う
。
」
と
い
つ
て
、
君
ち
や
ん
を
其
処
に
残
し
て
、

蝶
は
一
人
何
処
と
も
な
く
飛
び
去
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
一
一
〇
頁 

こ
れ
が
こ
の
作
品
の
結
末
部
で
あ
り
、
君
ち
や
ん
は
蝶
の
国
（
天
使
た
ち
の
国
）
か
ら

瞬
間
移
動
し
て
自
宅
の
庭
へ
戻
っ
て
い
る
。
大
人
の
読
者
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
一
瞬
の
夢

で
あ
っ
た
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
、
し
か
し
最
後
に
蝶
が
ひ
と
言
挨
拶
を
し
て
去
っ
て
行
く

あ
た
り
に
、
い
や
あ
れ
は
確
か
に
見
て
き
た
こ
と
だ
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 
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蝶
は
「
遠
い
遠
い
、
西
の
国
か
ら
来
ま
し
た
」
と
語
り
、
そ
の
国
は
「
海
を
越
え
」
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
西
の
国
」
で
死
者
と
再
会
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は

西
方
浄
土
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
異
国
と
い
う
よ
り
異
界
と
い
う
べ
き
所
に
君
ち
ゃ
ん

は
行
き
、
そ
し
て
帰
っ
て
き
た
。
「
乞
食
の
児
」
が
燕
の
姿
で
村
へ
帰
っ
て
き
た
の
と
は

異
な
り
、
君
ち
ゃ
ん
は
完
全
に
元
の
人
間
の
姿
で
、
元
通
り
の
現
実
世
界
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
が
出
来
た
よ
う
だ
。 

な
お
、
こ
の
作
品
の
面
白
さ
の
ひ
と
つ
は
、
時
間
の
経
過
の
描
き
方
に
あ
る
。
蝶
の
国

へ
行
く
時
は
、
「
高
い
山
や
、
広
い
野
原
の
上
を
飛
ん
で
、
紅
い
海
や
、
紫
の
海
や
、
灰

色
の
海
を
い
く
つ
も
い
く
つ
も
越
え
て
」
と
あ
り
、
大
変
な
距
離
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
だ

が
、
実
は
そ
の
日
の
う
ち
に
蝶
の
国
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
蝶
の
国
で
過
ご
し
た

時
間
に
つ
い
て
も
、
「
楽
し
く
遊
ん
で
時
の
遷
（
た
つ
）
の
も
忘
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
」

と
、
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
夜
に
到
着
し
て
深

夜
ま
で
遊
ん
で
夜
明
け
前
に
蝶
の
国
を
出
立
し
た
の
だ
ろ
う
。 

「
天
使
の
御
殿
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
描
写
は
、
一
日
と
い
う
時
間
が
子
ど
も
に
は
と

て
も
長
く
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
人
と
は
異
な
る
子
ど
も
の
時
間

感
覚
を
描
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ゆ
え
の
時
間
感
覚

と
し
て
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
一
方
、
「
乞
食
の
児
」
が
毎
年
一
度
、
昔

の
村
へ
飛
ん
で
く
る
と
い
う
結
末
は
、
彼
が
燕
の
時
間
感
覚
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
生
活
の
安
定
の
た
め
に
あ
る
種
の
束
縛
を
受
け
入
れ
た
、
受
け
入
れ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 

「
燕
と
乞
食
の
児
」
と
「
天
使
の
御
殿
」
は
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
の
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
あ
た
り
に
配
さ
れ
て
い
る
。
童
話
集
の
冒
頭
に
は
異
国
を
夢
見
る
少
女
の
物
語
（
「
赤

い
船
」
）
を
置
き
、
中
盤
に
は
異
国
（
異
界
）
へ
往
還
す
る
少
年
少
女
の
物
語
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
童
話
集
の
最
後
に
並
ぶ
ふ
た
つ
の
作
品
（
「
月
の
宮
」
と
「
お
伽
小
説 

森
」
）

は
、
異
界
へ
行
き
、
戻
ら
な
か
っ
た
少
年
少
女
の
物
語
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
作
品
の

配
置
に
は
作
者
の
確
か
な
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

三 

森
の
恵
み
と
村
の
生
活
（
杉
、
栗
、
柿
） 

 

「
月
の
宮
」
は
少
女
を
主
人
公
と
す
る
が
、
貧
し
く
孤
独
な
子
ど
も
と
い
う
点
で
「
燕

と
乞
食
の
児
」
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
赤
い
船
」
や
「
天
使
の
御
殿
」
の
主

人
公
と
は
異
な
り
、
そ
の
身
辺
に
美
し
い
物
は
見
当
た
ら
な
い
。 

お
花
は
（
略
）
い
つ
も
眼
の
中
に
は
涙
を
湛
へ
て
ゐ
て
、
破
れ
た
衣
物
（
き
も
の
）

を
着
て
、
村
の
中
を
歩
き
廻
つ
て
落
葉
や
、
木
の
実
な
ど
拾
つ
て
歩
い
て
ゐ
た
の
で

す
。
一
七
四
頁 

お
花
の
叔
母
の
家
と
い
ふ
の
は
、
余
り
富
ん
だ
家
で
は
な
か
つ
た
の
で
す
。
家
は
村

端
（
は
ず
れ
）
の
杉
の
林
の
中
に
あ
つ
て
お
花
は
い
つ
も
叔
母
に
叱
ら
れ
る
と
、
晩

方
戸
口
に
立
つ
て
し
く
し
く
と
泣
い
て
ゐ
ま
し
た
。
一
七
六
頁 

或
時
、
嵐
が
激
し
く
吹
い
て
、
（
略
）
お
花
は
叔
母
の
た
め
に
木
枝
を
拾
は
さ
れ
に

出
ま
し
た
。
衣
の
裾
を
吹
か
れ
な
が
ら
、
彼
方
、
此
方
と
歩
き
廻
つ
て
風
呂
敷
に
杉

の
落
葉
や
、
枯
れ
た
枝
を
拾
つ
て
は
入
れ
、
拾
つ
て
は
入
れ
し
て
ゐ
ま
し
た
。 

一
八
四
頁 

花
子
は
「
破
れ
た
衣
物
」
を
着
て
お
り
、
こ
れ
は
恐
ら
く
色
あ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。
拾

い
集
め
る
も
の
も
「
落
葉
」
や
「
枯
れ
た
枝
」
と
地
味
な
も
の
で
、
焚
き
つ
け
用
と
思
わ

れ
る
が
本
作
中
に
暖
か
い
炉
端
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い

の
は
、
林
（
あ
る
い
は
森
）
に
期
待
さ
れ
得
る
豊
か
な
恵
み
（
注
12
）
が
描
か
れ
て
い
な

い
点
で
あ
る
。
お
花
の
住
む
家
（
叔
母
の
家
）
は
「
村
端
の
杉
の
林
の
中
」
に
あ
っ
た
と

い
う
が
、
杉
の
他
に
村
内
に
何
の
木
が
あ
っ
た
の
か
作
中
で
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
人

々
が
長
く
暮
ら
し
た
土
地
で
あ
れ
ば
、
生
活
の
助
け
と
な
る
樹
木
が
何
か
し
ら
植
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
作
中
、
名
の
あ
る
木
が
杉
だ
け
な
の
は
、
そ
の
土
地
の
植
栽
の
特

徴
や
季
節
設
定
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
栗
や
柿
を
食
べ
、
花
や
紅
葉
を
愛
で
る
生
活
と

お
花
が
無
縁
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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お
花
は
地
上
の
生
活
に
美
し
い
も
の
や
暖
か
い
も
の
を
見
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

天
上
の
月
に
救
い
を
見
出
す
。 

お
花
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、
籠
も
、
風
呂
敷
包
も
其
処
に
落
し
た
ま
ま
、
一
心
に
月

の
面
ば
か
り
見
て
ゐ
ま
し
た
時
に
、
お
母
さ
ん
が
手
招
な
さ
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
だ

ん
だ
ん
気
が
遠
く
遠
く
な
つ
て
、
其
の
儘
木
の
根
に
凭
り
か
か
り
ま
し
た
。 一

八
六
頁 

其
日
か
ら
、
下
界
で
は
お
花
の
姿
が
見
失
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

一
八
八
頁 

「
月
の
宮
」
の
お
花
は
亡
き
母
の
面
影
を
月
に
見
て
気
を
失
い
、
月
の
宮
殿
（
ご
て

ん
）
で
母
と
再
会
す
る
。
お
花
は
母
の
元
へ
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
救
済
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
、
「
下
界
」
で
は
「
姿
が
見
失
は
れ
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
即

ち
地
上
で
の
死
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。 

＊ 

で
は
次
に
、
「
お
伽
小
説 

森
」
に
お
け
る
「
森
」
の
描
写
を
「
月
の
宮
」
と
比
べ
て

み
た
い
。 

お
前
は
狐
が
出
て
も
、
狼
が
出
て
も
怖
し
く
は
な
い
か
。
（
略
）
お
前
は
、
何
が
面

白
く
て
毎
晩
遊
び
に
出
る
の
だ
。
一
九
〇
頁 

妹
は
山
で
見
て
来
た
栗
の
話
を
し
て
ゐ
る
。
紫
色
に
熟
つ
て
、
枝
の
先
が
撓
ん
で
下

を
向
い
て
ゐ
る
の
が
目
に
見
え
る
や
う
に
物
語
つ
て
ゐ
た
。
姉
は
母
に
、
今
夜
柿
の

皮
を
剝
い
て
し
ま
ふ
な
ど
と
話
し
て
ゐ
た
。
一
九
七
頁 

「
お
伽
小
説 

森
」
で
は
、
「
狐
」
や
「
狼
」
、
「
栗
」
や
「
柿
」
が
話
題
に
上
り
、

「
柿
の
葉
が
真
紅
に
輝
」
く
様
子
（
一
九
一
頁
）
や
「
こ
ほ
ろ
ぎ
の
泣
き
声
」
（
一
九
七

頁
）
も
描
写
さ
れ
る
。
一
方
、
「
月
の
宮
」
の
「
木
の
実
」
は
何
の
実
か
不
明
で
あ
る
し
、

花
も
紅
葉
も
描
か
れ
ず
、
動
物
も
虫
も
鳥
も
登
場
し
な
い
。 

「
月
の
宮
」
と
異
な
り
、
「
お
伽
小
説 

森
」
に
は
、
森
の
恵
み
が
見
て
取
れ
る
。
栗

や
柿
の
実
る
季
節
。
冬
が
近
い
た
め
、
霜
や
雪
を
心
配
す
る
様
子
も
描
か
れ
る
が
、
小
太

郎
の
父
は
「
圃
（
は
た
け
）
」
（
一
九
七
頁
）
で
働
い
て
お
り
、
家
に
は
「
機
（
は
た
）

の
道
具
」
（
二
〇
一
頁
）
も
あ
り
、
「
炉
辺
」
（
一
九
七
頁
）
で
の
家
族
の
団
欒
も
あ
る
。

そ
れ
な
り
に
満
た
さ
れ
た
農
村
の
生
活
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

「
狐
」
や
「
狼
」
が
話
題
に
上
る
と
い
う
こ
と
は
、
森
に
は
ネ
ズ
ミ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の

小
動
物
も
い
て
、
そ
の
餌
と
な
る
植
物
も
あ
る
。
森
の
豊
か
な
生
態
系
が
、
人
々
の
生
活

の
背
後
に
あ
る
。
だ
が
、
小
太
郎
は
、
そ
の
生
活
に
充
足
す
る
こ
と
な
く
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
音
色
に
誘
わ
れ
命
を
落
と
す
。 

小
太
郎
は
、
急
に
悲
し
く
な
つ
た
や
う
に
身
を
戦
（
ふ
る
）
は
す
と
窓
か
ら
飛
び
下

り
た
。
其
の
少
年
は
、
さ
も
嬉
し
さ
う
に
小
太
郎
に
縋
つ
た
。
二
人
は
互
に
手
を
肩

に
組
み
合
は
し
て
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
彼
方
の
森
の
方
へ
行
つ
た
…

… 

二
〇
六
頁 

其
か
ら
一
月
経
た
ぬ
う
ち
に
小
太
郎
は
病
で
死
ん
だ
。
二
〇
七
頁 

「
お
伽
小
説 

森
」
の
小
太
郎
は
夜
の
森
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
少
年
と
出
会
い
、
そ

の
後
、
病
死
す
る
。
作
中
に
森
の
豊
か
さ
や
、
家
族
の
穏
や
か
な
暖
か
い
生
活
が
描
か
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
太
郎
が
い
か
に
強
い
力
で
音
楽
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
が

了
解
さ
れ
る
。
森
や
農
村
と
い
う
多
く
の
生
き
物
を
養
う
場
に
い
な
が
ら
、
小
太
郎
一
人

が
、
こ
こ
に
は
な
い
も
の
を
求
め
た
の
で
あ
る
。 

「
月
の
宮
」
の
お
花
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
土
地
の
恩
恵
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
両
親
を
失
っ
た
た
め
で
あ
り
、
叔
母
の
性
格
的
な
問
題
や
家
庭
の
事
情
も
あ
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
境
遇
は
ほ
と
ん
ど
紙
一
重
の
、
運
命
の
い
た
ず
ら
と
も
言
う
べ
き
も
の
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
「
近
所
の
女
房
達
（
か
み
さ
ん
た
ち
）
は
、
い
づ
れ
も
お
花
の
身
の
上
を
憐

れ
み
ま
し
た
。
」
（
一
七
七
頁
）
と
あ
り
、
「
お
友
達
の
お
母
さ
ん
が
、
お
花
の
哀
れ
な

様
子
を
見
て
、
涙
を
落
し
て
」
（
一
七
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
じ
ゅ
う
が
貧
窮
し

た
り
冷
淡
だ
っ
た
り
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
村
と
そ
の
周
辺
に
豊
か
な
自
然
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
お
花
に
木
の
名
や
花
の
名
を
教
え
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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お
わ
り
に 

 
さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
に
収
録
さ
れ
た
五
作
品
を
読
み
解
い
て
き
た
。

「
赤
い
船
」
や
「
燕
と
乞
食
の
児
」
の
「
燕
」
、
「
天
使
の
御
殿
」
の
「
蝶
」
は
、
主
人

公
と
異
国
あ
る
い
は
異
界
を
結
び
つ
け
る
作
用
を
手
助
け
す
る
も
の
で
あ
る
。「
赤
い
船
」

の
「
音
楽
」
や
「
燕
と
乞
食
の
児
」
の
「
甘
い
果
実
」
、
「
天
使
の
御
殿
」
の
「
紫
陽
の

花
」
は
、
憧
れ
の
世
界
や
憧
れ
の
人
を
象
徴
す
る
も
の
。
そ
し
て
、
「
燕
」
「
紫
陽
の
花
」

は
、
季
節
が
初
夏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
燕
と
乞
食
の
児
」
の
季
節
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
「
燕
」
が
飛
来
し
た
時
期
と
す
れ
ば
初
夏
、
「
燕
」
が
南
へ
去
る
時
期
と
す
れ
ば
秋

と
解
釈
で
き
る
。 

一
方
、
「
月
の
宮
」
の
季
節
は
定
か
で
な
い
が
、
「
落
葉
」
や
「
木
の
実
」
の
モ
チ
ー

フ
か
ら
秋
。
「
お
伽
小
説 

森
」
は
「
栗
」
の
実
、
「
柿
」
の
実
で
季
節
は
秋
、
「
こ
れ

か
ら
山
に
雪
が
来
る
」
、
「
此
頃
は
晩
に
な
る
と
霜
が
降
る
」
と
の
説
明
も
あ
る
か
ら
晩

秋
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
論
で
考
察
し
た
五
作
品
に
限
っ
て
言
え
ば
、
童
話
集
『
赤
い

船
』
は
春
か
ら
夏
の
明
る
い
雰
囲
気
の
作
を
前
方
に
据
え
、
秋
か
ら
冬
の
寂
し
い
作
を
後

方
に
配
置
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
春
か
ら
夏
の
場
面
で
は
出
会
い
が
描
か
れ
、
秋
か
ら

冬
の
場
面
で
は
別
れ
と
死
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
整
理
も
で
き
る
。 

「
赤
い
船
」
で
は
露
子
が
「
お
姉
様
」
と
出
会
い
、
「
燕
」
と
出
会
う
。
「
燕
と
乞
食

の
児
」
で
は
「
乞
食
の
児
」
が
「
燕
」
と
出
会
い
、
「
村
の
人
々
」
と
親
し
む
こ
と
の
な

い
ま
ま
別
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
天
使
の
御
殿
」
で
は
君
ち
ゃ
ん
が
「
蝶
」
と
出
会
い
、

「
姉
さ
ん
」
と
再
会
す
る
。 

「
月
の
宮
」
で
は
お
花
が
亡
き
母
と
再
会
し
て
月
へ
行
き
、
村
か
ら
姿
を
消
す
。
「
お

伽
小
説 

森
」
で
は
小
太
郎
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
少
年
と
出
会
い
、
病
死
す
る
。
「
月
の
宮
」

と
「
お
伽
小
説 

森
」
で
は
、
お
花
と
小
太
郎
を
気
に
か
け
て
い
た
人
々
が
、
そ
の
後
ど

れ
ほ
ど
悲
し
ん
だ
こ
と
か
。
こ
の
二
作
は
残
さ
れ
た
家
族
や
親
し
い
人
々
の
抱
く
で
あ
ろ

う
喪
失
感
を
読
者
に
想
像
さ
せ
る
結
末
部
を
持
つ
。 

『
赤
い
船
』
に
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
混
在
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
も

確
か
に
そ
の
通
り
で
、
そ
の
た
め
こ
の
童
話
集
に
は
雑
然
と
し
た
印
象
が
あ
る
。
例
え
ば
、

畠
山
兆
子
は
「
「
青
帽
探
検
隊
」
に
は
森
田
思
軒
の
『
十
五
少
年
』
や
押
川
春
浪
の
冒
険

物
語
が
、
「
天
女
の
命
令
」
に
は
外
国
童
話
の
再
話
的
傾
向
が
、
ま
た
、
「
お
山
の
兎
」

に
は
昔
話
の
反
映
が
考
え
ら
れ
る
。
」
（
注
13
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
季
節
の
問
題
に
し

て
も
、
秋
の
晩
を
描
く
「
月
と
山
兎
」
の
次
に
夏
休
み
の
出
来
事
を
描
く
「
海
の
少
年
」

が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
作
品
の
掲
載
順
に
一
貫
性
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。 

一
方
、
こ
の
童
話
集
に
は
既
に
未
明
童
話
ら
し
さ
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
未
明
ら
し

さ
の
最
た
る
も
の
は
「
憧
憬
」
の
テ
ー
マ
だ
と
、
先
行
論
で
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
船
木
枳
郎
は
「
未
明
の
初
期
童
話
「
赤
い
船
」
は
後
の
作
品
に
比
べ
る
と
、
た
ど

た
ど
し
さ
の
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
後
年
、
彼
の
子
供
像
と
し
て
追
求
し
つ
づ

け
る
理
解
・
同
情
の
子
供
像
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
美
に
憧
憬
す
る
子
供
像
で
も
あ
る

の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
注
14
） 

藤
本
芳
則
は
滑
川
道
夫
、
船
木
枳
郎
、
西
田
良
子
、
桑
原
三
郎
、
続
橋
達
雄
、
畠
山
兆

子
の
論
を
整
理
し
て
、
「
『
赤
い
船
』
所
収
作
品
の
う
ち
、
「
赤
い
船
」
に
は
「
憧
憬
」

が
描
か
れ
、
「
情
緒
的
」
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
ま
で
の
児
童
文
学
（
＝
お
伽
噺
）
と
異
な

る
、
と
い
う
こ
と
が
共
通
し
て
述
べ
ら
れ
て
」
い
る
、
と
い
う
。
（
注
15
） 

確
か
に
、
未
明
研
究
初
期
に
は
表
題
作
で
あ
る
「
赤
い
船
」
が
特
別
視
さ
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
の
構
成
の
問
題
で
あ
る
。
続

橋
達
雄
は
「
赤
い
船
」
と
「
お
伽
小
説 

森
」
を
対
比
し
て
、
「
露
子
の
憧
憬
と
小
太
郎

の
郷
愁
と
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
は
、
巻
頭
と
巻
末
の
作
品
に
お
い
て
、
未
明
美
学
の
二

つ
の
面
を
物
語
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
」
（
注
16
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、
畠
山
兆
子
は
「
赤
い
船
」
初
出
時
に
「
少
女
小
説
」
の
角
書
き
が
あ
っ
た
と
い

う
続
橋
の
指
摘
（
注
17
）
を
踏
ま
え
、
「
続
橋
達
雄
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
「
少
女
小
説 

赤
い
船
」
の
初
出
判
明
の
意
味
は
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
お
と
ぎ
ば
な
し
集
赤
い
船
』

の
構
成
が
、
収
録
時
に
外
さ
れ
た
と
は
い
え
巻
頭
に
「
少
女
小
説
」
、
巻
末
に
は
付
録
と
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し
て
「
お
伽
小
説
」
の
角
書
き
を
も
つ
作
品
を
据
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。
（
注
18
） 

本
論
は
、
童
話
集
『
赤
い
船
』
の
構
成
の
工
夫
は
冒
頭
と
中
間
部
と
末
尾
の
三
ヶ
所
に

あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
五
作
品
に
は
テ
ー
マ
や
手
法
に
類
似
点

が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
童
話
集
全
体
を
ひ
と
続
き
の
世
界
観
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
つ
な
ぎ

と
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

童
話
集
の
冒
頭
に
異
国
を
夢
見
る
少
女
の
物
語
（
「
赤
い
船
」
）
を
置
き
、
中
盤
に
は

異
国
（
異
界
）
へ
往
還
す
る
少
年
少
女
の
物
語
（
「
燕
と
乞
食
の
児
」
と
「
天
使
の
御
殿
」
）
、

そ
し
て
、
童
話
集
の
最
後
に
は
、
異
界
へ
行
き
、
戻
ら
な
か
っ
た
少
年
少
女
の
物
語
（
「
月

の
宮
」
と
「
お
伽
小
説 

森
」
）
が
あ
る
。
燕
に
象
徴
さ
れ
る
南
国
へ
の
憧
れ
と
、
夜
の

月
、
夜
の
森
に
象
徴
さ
れ
る
彼
岸
の
抗
い
が
た
い
磁
力
の
よ
う
な
も
の
。
夢
見
る
よ
う
に

美
し
い
海
の
果
て
の
国
と
、
寂
し
く
恐
ろ
し
く
逃
れ
が
た
い
雪
国
と
い
う
故
郷
。
し
か
し

そ
の
、
正
反
対
と
も
見
え
る
二
つ
の
世
界
は
実
は
表
裏
一
体
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

童
話
集
『
赤
い
船
』
は
収
録
作
を
個
別
に
読
解
し
つ
つ
、
作
品
集
と
し
て
の
全
体
像
を
解

明
す
べ
き
著
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

注 
(

１)

山
室
静
「
解
説
」
『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
六
年 

(

２)

小
埜
裕
二
編
「
年
譜
」
『
人
物
書
誌
体
系
45 

小
川
未
明Ⅱ

 

全
小
説
・
随
筆
』
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
六
年 

(

３)

続
橋
達
雄
「
小
波
と
未
明
」
『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
第
一
巻 

月
報
１
』
講
談

社
、
一
九
七
六
年 

(

４)

砂
田
弘
「
永
遠
の
童
心

―
そ
の
生
涯
と
文
学

―
」『
小
川
未
明
文
学
館
図
録 

小

川
未
明
の
世
界
』
上
越
市
、
二
〇
〇
六
年 

(

５)

『
読
ん
で
お
き
た
い
名
著
案
内 

教
科
書
掲
載
作
品 

小
・
中
学
校
編
』
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年 

(

６)

大
木
葉
子
「
『
赤
い
船
』
が
も
た
ら
し
た
も
の

―
小
川
未
明
『
お
と
ぎ
ば
な
し
集 

赤
い
船
』
の
位
相

―
」
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
五
年
三
月 

(

７)

小
埜
裕
二
「
お
と
ぎ
ば
な
し
集 

赤
い
船
」
『
解
説 

小
川
未
明
童
話
集
45
』
北

越
出
版
、
二
〇
一
二
年 

(

８)

大
木
葉
子
、
前
掲
論
・
注
６ 

(

９)

ち
な
み
に
、
「
赤
い
船
」
は
岩
波
文
庫
『
日
本
児
童
文
学
名
作
集
』
上
巻
（
一
九
九

四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
た
め
に
岩
波
文
庫
『
小
川
未
明
童
話
集
』
（
桑
原
三
郎
編
、

一
九
九
六
年
）
か
ら
「
割
愛
」
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
。
『
小
川
未
明
童
話
集
』

の
編
者
解
説
に
は
、
「
代
表
作
の
一
つ
、
「
赤
い
船
」
は
既
に
岩
波
文
庫
『
日
本
児

童
文
学
名
作
集
』
上
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
割
愛
し
た
。
」
と
あ
る
。 

(

１
０) 

露
子
の
東
京
で
の
生
活
の
実
態
は
恐
ら
く
住
み
込
み
の
奉
公
人
で
あ
り
、
作
品

本
文
は
そ
れ
を
隠
蔽
し
つ
つ
、
そ
れ
と
読
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
先
行
論
で

は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
「
な
ぜ
、
東
京
の
あ
る
邸
へ
女
中
奉
公
に
、
と
書
か

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
（
奈
街
三
郎
「
小
川
未
明
の
場
合

―
『
赤
い
船
』
を
中
心

と
し
て

―
」
『
児
童
文
学
読
本
』
日
本
児
童
文
学
別
冊
、
す
ば
る
書
房
盛
光
社
、

一
九
七
五
年
）
、
「
当
代
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
「
下
女
奉
公
」
に
出
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
貧
し
い
家
の
少
女
が
他
家
に
働
く
と
い
う
の
は
、
当
時
盛
ん
に
書
か
れ

た
物
語
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
」
（
藤
本
芳
則
「
小
川
未
明
「
赤
い
船
」

の
位
置

―
童
話
集
『
お
と
ぎ
ば
な
し
集 

赤
い
船
』
の
史
的
位
相
の
再
検
討
の
た

め
に

―
」
『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
四
年
二
月
）
、
「
露
子

が
憧
れ
を
抱
く
の
は
、
奉
公
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
」
（
小
埜
裕
二
、
前

掲
論
・
注
７
） 

(

１
１) 
小
川
未
明
「
つ
ば
め
の
話
」
引
用
は
定
本
全
集
第
一
巻
（
前
掲
書
・
注
１
）
に

よ
る
。
初
出
は
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
八
年
五
月
二
四
日
～
二
八
日
。 

(

１
２) 

未
明
の
故
郷
で
あ
る
高
田
の
森
に
つ
い
て
、
高
橋
美
代
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
未
明
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
森
を
作
っ
て
い
る
樹
木
の
な
か
で
一
番
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多
い
の
は
杉
で
あ
る
。
（
略
）
高
田
で
は
、
家
・
屋
敷
の
な
か
に
杉
を
植
え
る
こ
と

が
ご
く
普
通
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
（
略
）
高
田
は
、
旧
藩
時
代
に
「
榊
原

政
令
」
を
出
し
て
、
家
中
屋
敷
に
、
う
め
・
も
も
・
か
き
・
く
り
・
ぶ
ど
う
・
な
し

・
り
ん
ご
・
な
ど
を
植
え
る
よ
う
奨
励
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
果
樹
類
も
多

く
、
こ
の
他
、
松
・
け
や
き
・
つ
ば
き
・
か
え
で
の
大
木
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
混
然

と
高
田
の
森
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
高
橋
美
代
子
「
小
川
未
明
の
生
い

立
ち
」
『
小
川
未
明
童
話
論
』
新
評
論
、
一
九
七
五
年
） 

(

１
３) 

畠
山
兆
子
「
小
川
未
明
・
童
話
作
家
へ
の
出
発

―
「
少
年
文
庫
」
か
ら
『
赤

い
船
』
へ

―
」
『
児
童
文
学
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七
五
年
一
一
月 

(

１
４) 

船
木
枳
郎
「
作
品
研
究
―
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
時
代
」
『
増
補 

小
川
未

明
童
話
研
究
』
八
木
書
店
、
一
九
六
七
年 

(

１
５) 

藤
本
芳
則
、
前
掲
論
・
注
10 

(

１
６) 

続
橋
達
雄
「
お
と
ぎ
ば
な
し
集
『
赤
い
船
』
論
・
序
説
」
『
野
州
國
文
學
』
第

七
号
、
一
九
七
一
年
三
月 

(

１
７) 

続
橋
達
雄
「
未
明
童
話
集
・
目
次
（
上
）
」
『
野
州
國
文
學
』
第
四
五
号
、
一

九
九
〇
年
三
月 

(

１
８) 

畠
山
兆
子
「
小
川
未
明
・
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
創
作
意
識

―
「
オ
ル
ガ
ン

の
音
色
」
か
ら
「
赤
い
船
」
へ

―
」
『
梅
花
女
子
大
学
開
学
三
十
周
年
記
念
論
文

集
』
梅
花
女
子
大
学
、
一
九
九
五
年 
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